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　　　　　　　　この前地区大会があり、地
　　　　　　　区大会終了後2830地区危機管
　　　　　　　理委員会が開かれました。そ
　　　　　　　の中で県との災害時の協定に
　　　　　　　関して築舘ガバナーから素案
が提示されました。県のほうは締結はまだ進
んでおりませんが、わたしは内容に関しては
ひじょうにいいものだというふうに思いまし
た。実際に災害になったときに動くのは取り
あえず近場でできることだろうと思いました
ので、築舘ガバナーから出していただいた災
害協定、文言を変えて「八戸市と八戸ロータ
リークラブとの提携」ということで今準備を
しています。髙谷さんが八戸市に新たにでき
た危機管理部の部長と話をしてくださって、
内容に関しては問題ないということで本日の
理事役員会でその内容を討議いたします。
　内容は災害時に行政に殺到する市民の悩み、
抱えている問題に関し協力しようということ
です。イメージとしては市役所の一角をお借
りして行政に殺到しないように、われわれの
専門性のある領域で相談に乗って、行政の負

担を減らすというような内容です。
　例えば熊谷先生、銀行など。災害にはいろ
んなものが流されたりして通常行っていた活
動ができなくなるということがあろうかと思
います。われわれ医者も協定書の中には名前、
職業が入っていますが、実際にはわれわれは
病院の中で活動することを優先するとは思い
ます。余力があればそういうところで相談に
乗ってあげる。建築士、安否確認に関しての
相談などいろんなことが行政に押し寄せてく
ると思います。相談する先が分からないため
にそういうことが起きますが、そういうこと
に関して、サポートしようという内容です。
本当は皆さんにお渡しして、ある程度ご意見
を募った上で理事会にと思っていましたが、
準備の行き違いがありました。おいおい資料
が届くと思いますので、例会の中で一度お目
通しをお願いいたします。例会が終わり、意
見がありましたら理事役員会の前に会長まで
ご意見をお寄せください。これは災害時の皆
さんの行動を規制するものではありません。
必ずしもこうしろ、というものではなく余力
のある方々の力を集めて当クラブとして行政
に協力するという内容です。
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　資料が来ましたら、お目通しをよろしくお
願いいたします。一度、熊谷先生には確認い
ただいております。地区危機管理委員会の中
でも意見を募った内容です。県に先立ち、市
との協定を当クラブで行いたいと考えていま
す。皆さんに見ていただくのが最後の段階と
なります。きょうの理事役員会で承認が得ら
れましたら、15日に髙谷さんと市の危機管理
部長のところに行って細部に関して具体的な
内容を詰めて参りたいと考えています。

表　彰
米山記念奨学会 米山功労者① 山本　仁さん

米山功労者① 村舘珠樹さん

　　　　　　　○八戸東ロータリークラブ
　　　　　　　「例会場ならびに事務所移転
　　　　　　　のお知らせ」が届いておりま
　　　　　　　す。
　　　　　　　　2024年１月より例会場並び
に事務所を八戸パークホテルへ変更。
　電話 080-2835-7040　FAX 0178-36-9002
○事務局の山田敬子さんは来週20日のクリス
マス例会を最後に退職されます。20日以降は
田名部さんが事務局窓口になります。
○国際ロータリー第2830地区より、南グルー
プIMと懇親会DVDが届いています。まだ
数枚しか届いておりませんが、来月になりま
したら出席者の方のDVDが届くことになっ
ておりますので、皆様にお配りいたします。

親睦・会場委員会　　　栗谷川親睦会場委員
　　　　　　　○ニコニコボックスの報告
　　　　　　　・誕生祝　松本剛典さん
　　　　　　　・奥様誕生祝
　　　　　　　　　宮下　悟・佐々木泰宏
　　　　　　　　　熊谷清一さん
・結婚記念日　佐々木泰宏さん
夏川戸　斉・中村稔彦さん　ニコニコデー

基隆RC70周年記念訪問報告 小田山紀暢さん
　　　　　　　　11月中旬に基隆に行って参
　　　　　　　りました。写真をたくさん準
　　　　　　　備しましたので、写真を見な
　　　　　　　がら聞いていただければと思
　　　　　　　います。
　八戸から台北の空港に着いた時点の写真で
す。八戸クラブからは12名しか参加しており
ませんでしたが、それ以外の皆さんは方は基
隆の皆さんです。大歓迎、熱烈な歓迎をいた
だきました。
　現地時間の夜₉時に基隆に着き、長旅で疲
れたので眠れるかと思いましたが、その日も
歓迎会を催していただきました。基隆クラブ
会長、紹興酒がたくさん準備していました。
　70周年記念式典の集合写真です。基隆ＲＣ
と八戸ＲＣの調印式のようす。会長幹事それ
ぞれが調印しました。八戸クラブからの記念
品は棟方志功の絵画を寄贈しました。築舘ガ
バナーも式典であいさつされました。式典の
後は虎舞など催し物がありました。会場はす
ごく広いところで400～500人が参加されてい
たと思います。基隆ＲＣに奥様たちはチャイ
ナドレスを着ていました。
　式典が終わっての飲み会では皆さん飲み方
がすごい。
　注目していただきたいのはサングラスをし
た女性ですが、この方は基隆クラブの方では
なく台北の方でわたしの宿敵でした。ウイス
キーを持って各テーブルを回っていました。
そのときの飲ませ方がすごい。築舘ガバナー
と基隆の会長と女性。女性のパワーがすごく。
　１日目は式典がメインでしたが、翌日はゴ
ルフでした。ゴルフはプレーに集中して写真
はあまり撮っていません。₂日目の懇親会会
場、ノリがすごい。カラオケをどなたかが
歌っている。常に前に女性がいて盛り上げて
くれます。女性の方は奥様方です。宿泊はホ
テルオークラでした。
　₃日目は観光でした。皆さんはゴルフ組と
観光組に分かれ、観光組は基隆ＲＣ会長に連
れて行っていただきました。基隆博物館。₃
日目になると結構歩くので、皆さん疲れまし

幹 事 報 告　 松本　剛典 幹事

委　員　会　報　告
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た。島に渡たりました。夜市を昼でもやって
いて昼市といいます。一本裏に入ると商店街
で人がすごい。道路も狭いのですが、移動手
段のバイクがすごく、人が歩いていても関係
なくバイクがくる。
　夜は九分に連れて行っていただきました。
九分は夜だ。すごく混んでいて、週末の夜と
いうのもあってすごく混んでいました。千と
千尋のモデルになった茶屋は映えスポットに
なっていました。レオ会長のホームグラウン
ドの基隆の夜市に連れていってもらいました。
規模的にはそんなに大きくないのでしょうが、
店が集中して密集してありました。表の道路
だけでなく、一本入ったところにも店がず
らっとありました。これは週末、平日関係な
く毎日こうだそうです。基隆の夜市は食べる
ところも結構家庭的で、周りの方がきて毎日
食事をするという感じらしい。魯肉飯と水餃
子はひじょうに美味しいし安いのですが、食
べる環境が…。お店の流しに食べ終わった食
器が雑然と置いてある感じ。
　わたしは今回初めて参加させていただいて、
観光や式典も良かったのですが、クラブの会
員の方々のおもてなしの精神がすごく温かく、
姉妹クラブってこんなにやってくれるんだ。
今度は逆に来られたときにこっちが重責を感
じました。思いを見せてくれていると感じま
した。

中村稔彦さん
　　　　　　　　ゴルフについてお話ししま
　　　　　　　す。初日に式典は夜でしたが、
　　　　　　　その日の日中に基隆主催のゴ
　　　　　　　ルフコンペがありました。11
　　　　　　　月16日10：30スタートの案内
がきました。式典が₆時～、集合₅時なのに、
10：30スタートで大丈夫なのか。ハーフで１
時半、これはだめだ。参加者は₅名。紺野会
長も出る予定でしたが、違うほうに力を注ぎ
たいと急遽欠席になりました。
　朝集合して、バスが来てゴルフ場に向かい
ましたが、すぐ接触事故がありました。すぐ
示談して行っちゃうと思いきや、警察が来る

のを待ってすごい時間がかかりました。荷物
を下してタクシーに乗り換えました。ところ
がそのタクシーが違うゴルフ場に行ってし
まった。何台かに分乗したのですが、わたし
と松本さんの乗ったタクシーが全然関係のな
いゴルフ場に行ってしまい、そこからまた
戻ってゴルフをやった。台北ロータリークラ
ブが本当の会場でした。雨が降ってハーフで
中止になりましたが、そのときで１時半でし
た。昼飯を挟みました。そこから天使が舞い
降りてきて、石橋信雄さんが優勝しました。
一方、コンペに行かない方は基隆の方の設え
で観光に行きました。
　₃日目は₄人で台北市内でゴルフをしまし
た。
　話はここからです。今後のために今年2023
年度地区大会と基隆クラブ70周年でお互いに
交流しました。今後2024年は会長しだいです
ので、どうなるかわかりません。2025年は八
戸ＲＣ70周年、2026年は台湾で国際大会が決
定していますので、行かなければいけない。
まだまだ日程的に目白押しで、行き来しなけ
ればならない。
　今回初めて基隆訪問に携わり、窓口役をや
らせていただきました。それなりに反省点が
ありましたので、そこだけお伝えします。今
後窓口をやられる方のために、①まず出発到
着日時は早く決定して、とにかく早く伝える。
これは絶対です。②式典など主要行事の参加
人数も絶対です。式典は座席を決めなければ
いけないので、いつまでも決まらない。ここ
は絶対です。
　リクエストを伝え、甘えられるものは甘え
る。基隆の方はとにかく何かやることはあり
ますかと聞いてきます。本当におもてなしの
精神です。急遽、観光日程を組んでくれとい
うとすぐに日程を組みますし、移動の車も持
ち前で用意してくれたりします。大事なハン
コを忘れた方がいましたが、すぐにハンコを
作るなどなんでもやってくれます。
　逆に八戸に基隆の方が来たときは、とにか
く出て欲しい行事だけを伝える。何月何日何
時からこれとこれに出てくださいとだけを明



確に伝えると、あちらも日程調整をしやすい。
今回窓口をやって一番痛感したところです。
もっと細かいところあります。
　連絡ですが、ちゃんとした文書はメール、
クラブ同士でやりとりしますが、基本的には
ラインでやりました。初めて知ったのですが、
ラインで文書を打つと、自動的にその国の言
葉に翻訳されていくので、それがたいへん助
かりました。日本語で打つと台湾語に勝手に
変わります。ただ性能は悪いです。さらに台
湾のことばをコピーしてグーグルでわざわざ
翻訳すると、翻訳されたことばは全然違うも
のが出てきます。そこはさまざまやり取りし
て、正確なことを組まないといけないことを
感じました。
　クラブとしての記念品は棟方志功の絵を贈
りました。今回は70周年ということもあった
ので、少しいいものを贈りました。これはね
ぶたの作品です。棟方志功は何作かねぶたの
作品を出していますが、その中でもこれが代
表作になります。棟方志功さらにねぶたと、
青森県を代表するもので、ちょうどいいのか
なと考え、絵を贈りました。金額は55000円
です。あっちいって泣きたくなかったので一
生懸命もっていきました。
　とにかくおもてなしがすごい。左の写真は
到着したときの空港、右の写真は送別会。横
断幕にその日にちが入っています。八戸で用
意しているのは同じもので、使いまわしして
います。これが100点とはいいませんが、と
にかくお金をかけてすごいな。
　プレゼントをもらいます。初日にもらった
プレゼントの提灯。紹興酒は全員に₂本ずつ

配られました。とにかくすごい量です。ネク
タイ、式典でもらったのは30㎝くらいの扇型
のもの。すごいお土産文化です。これでスー
ツケースがいっぱいになります。こういうお
もてなしを受けると、今度はこちらがしてあ
げないととなっちゃうんです。悪いことでは
ありませんが、まだ参加されていない方もい
ると思いますが行けば楽しいですし、いらし
たら、おもてなししてさしあげないとという
感情が芽生えてきます。まだまだこれから予
定がありますので、ぜひ参加していただけれ
ばと思います。

ロータリーの友委員会　12月号紹介
小田山紀暢副委員長

　特集記事は「認知症を知り、共に生きる地
域づくり」という記事の中で、「世界一の長
寿国日本、高齢人口の増加に伴い65才以上の
認知症発症者数は600万人に達しています。」
身近な人が発症していますし、これからもっ
と身近な問題になってくるのかなと思ってい
ます。それに対して、ロータリークラブでど
ういった活動をされているかという事例。
　縦組み　疾病予防の特集「命を受け継ぐ人
生という刺繍を刺す」。ロータリークラブの
会員のお医者さんで緩和ケアを主にされてい
る方の記事が載っていました。別の記事で、
ロータリークラブの会長をされている、貿易
の会社をされているスリランカ人の方は地元
の行事に籍欲的に参加されたり、スリランカ
の支援をしたりという活動をされている記事
となっていますのでぜひロータリーの友をご
覧いただきたいと思います。
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出　　　　席　　　　報　　　　告
出 席 委 員 会

第₃₂₉₆回例会（１₂月１₃日） 第₃₂₉₄回例会（₁₁月₂₉日）

出　席　率　　　　　　　　　₅₈．₁％ 出　席　率　 　₄₈．₄％ 修　正　　　₅₁．₆％出席率

総 会 員 数　 　　　₆₄名 出席数
₃₆名 総 会 員 数　 　　　₆₄名 メークアップ ₂名した人数

出席義務会員
₆₂名

出席免除会員
₂名

欠席数　　　
₂₆名

出席義務会員
₆₂名

出席免除会員
₂名 欠　席　数　　　₃₀名



　クラブ恒例のクリスマス家族会は12月20日
午後₆時30分から家族やゲストを含めて60名
出席のもとグランドサンピア八戸で行われま
した。例会は小田山副幹事の司会進行により
ゲスト紹介、会長要件、幹事報告と続きまし
た。
　引き続きクリスマスパーティーでは増田親
睦委員長の司会で会長挨拶、村井パストガバ
ナーの乾杯の発声で始まりました。
　アトラクションでは正部家会員の一口コン
ト、道尻会員と小田山会員コンビのマジック

ショー、そしてツキ＆ヤスのバンド演奏と続
きサンタクロースプレゼントではジャンケン
ゲームで行いました。
　セレモニーでは事務局を今年で退職する山
田さんから挨拶、新事務員の田名部さんから
花束贈呈、会長、幹事から記念品の贈呈など
がありました。
　またビンゴゲームでは沢山の景品が殆どの
会員にプレゼントされました。
　中締めは橋本（八）会長エレクトの挨拶と三
本締めで閉会となりました。

― ₅ ―

第３２９７回　ク リ ス マ ス 家 族 会 ２０２３．1２．２０

紺 野 会 長 挨 拶
乾杯（村井パストガバナー）
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